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18 か月足らずの間に、スーダンの戦争は現代において最も深刻な人道危機へと発展している。この間、

ドイツとヨーロッパは、ウクライナ戦争と中東情勢への対応に追われ、手一杯の状態にある。それでも、

スーダン情勢を安定化させ、これ以上、欧州への移民流入が拡大するのを抑えることは、客観的に見ても、

ドイツにとって自国の利益にかなう課題である。 

 

18 か月余り前、ハルツームの権力掌握をめぐる二人のスーダン軍指導者の争いとして始まった戦闘は、

今やアフリカで 3 番目に広い国土を持つこの国を完全な混乱に陥れただけでなく、中近東、アフリカの角、

サヘル地域を結ぶ重要な要衝における政治的力学そのものを揺るがしている。スーダン戦争の影響をとり

わけ強く受けているのは、エジプト、エチオピア、南スーダン、ウガンダ、チャド、リビアであり、これ

らの国々にはアフリカ全人口のおよそ 4 分の 1 が暮らしている。 

スーダン正規軍（SAF）の最高司令官であるアブデルファタハ・アル＝ブルハン中将と、20 年以上前に

結成された準軍事組織「即応支援部隊（RSF）」の司令官であるモハメド・ハムダン・ダガロ（通称ヘメ

ティ）は、少しの間、共同で統治を行ったが、権力分配の具体的な在り方をめぐって合意できなかった。

この二人の権力対立は、2023 年 4 月 15 日、スーダンの首都ハルツームにおいて、正規軍と準軍事組織と

の間で武力衝突が勃発する事態へと発展し、当初抱かれていた速やかに実質的な交渉に移行できるだろう

という期待は、すっかり打ち砕かれてしまった。多くの関係者が、時には大きく異なる利害関係を持って

介入した結果、紛争は地域化が進み、これまでの折衝努力は著しく複雑化し、外交的解決は現在に至るま

で不可能な状況にある。4 月 15 日以降、故郷を離れることを余儀なくされたスーダン国民は、1,300 万人

を超えており1、スーダンの人道状況は、2015 年から 2018 年にかけてのシリアにおける大惨事と同等の

規模に達している。ドイツと欧州にとって、スーダンは、サヘル地域と同じくらい地理的に近く、安全保

障上の利害もあるため、スーダンの国家・経済基盤を強化し、非国家主体による暴力行為の封じ込めを行

うことで、難民・移民の発生を抑制することは、非常に重要な意味がある。しかしながら、東欧および中

近東の紛争への関心が集中する中で、スーダン紛争は欧州の政治および世論において、十分な注目を集め

ていないのが現状である。 

 

軍と準軍事組織、そして束の間の民主化への希望――スーダン 

2023 年 4 月 15 日に衝突が勃発する数週間前から、正規軍（SAF）と即応支援部隊（RSF）との間で武

力衝突が起こる可能性が指摘されてはいたものの2、実際に暴力が勃発したことは多くの観測筋にとって

意外な出来事であった3。これよりちょうど 4 年前の 2019 年 4 月 11 日、現在は敵対する立場にあるアル

＝ブルハンとヘメティは、長年スーダンを支配したオマル・アル＝バシールを倒すため共に闘っていた4。

同年 7月、エチオピアとアフリカ連合（AU）の仲介により暫定政府の樹立が合意されると、両将軍は 3年

間の任期を想定した 11 人から成る「主権評議会」のメンバーに就任した5。アル＝ブルハンを議長とし、

軍人と民間人が同数で構成されるこの評議会の設置に加え、政治的に中立と見なされていた経済学者アブ

ダッラー・ハムドゥークが首相に任命され、旧体制の関係者と新体制の代表者の双方から成る内閣が発足

した6。39 か月間の移行期間が終了した後、民主的な選挙の実行が予定されており、メディアは「アラブ

の春」の継続、あるいはその新たな波だと報じた7。しかし、2021 年 10 月に再びクーデターが発生した

ため、それらの期待が実現することはなかった。 

政治的な移行体制が確立されてからわずか 2 年後、スーダン軍は、この国で始まったばかりの民主化実

験に終止符を打ち、ハムドゥーク首相率いる移行期間中の暫定政府の文民部門を権力から追放した。

2021 年 10 月 25 日に再び起こったクーデターを主導したのはアル＝ブルハン将軍であり、彼は主にスー

ダン正規軍（SAF）の支持を受けるが、同時に、ヘメティ将軍が率いる即応支援部隊（RSF）からも支援
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を受けていた8。その後、民間人による抗議行動の継続と国際社会からの圧力を受け、ハムドゥークは 11

月 21 日首相に復職した。しかし、実権の大半は依然として軍の手中にあり、当初合意されていた軍と文

民の均衡は回復されなかった。それ以降も続いた大規模な抗議デモに対して、軍は厳しい対応を取り続け

た。その結果、2022 年 1 月 2日、首相は最終的に辞任に追い込まれた。その 12 か月後、軍政下での 2 年

間の暫定統治期間を経て、その後に文民政府へ権力を移譲することを定めた新たな合意が成立した9。 

2023 年 4 月に暴力が勃発するまでの数か月間、スーダンの治安機構内部における緊張は着実に高まっ

ていった。即応支援部隊（RSF）は、20 年前に新たな武装組織として設立され、その後、正規軍に匹敵す

る武装勢力へと成長したが、結果的にこのことが致命的な結果をもたらした。スーダンの治安部門内部で

長らくくすぶっていた、将来の「primus inter pares（同じレベルで並んだ者の中で一番の者：リーダ

ー）」は誰かという問題は、RSF が正規軍（SAF）への統合計画に反対したことで激化した。具体的には、

正規軍側が、暫定統治期間中の 24 か月以内に RSF を完全に正規軍へ編入することを求めたのに対し、ヘ

メティ将軍率いる組織は、10 年間の猶予期間を要求した。両陣営が数日間にわたって直接対決の準備を

進めた後、SAF は RSF にハルツーム大都市圏の特定の拠点からの撤退を命じた。これを受けて、RSF の戦

闘員は軍の施設を攻撃した。2023 年 4 月 17 日、アル＝ブルハン最高司令官は、かつての同盟組織を反乱

軍と宣言し、その解体を命じた10。 

 

支配地域、戦力の均衡、武器供給への依存 

国土全域にわたる激しい戦闘を 20 か月間にわたって続けた後も11、二つの主要勢力のいずれも決定的な

優位を確立するには至っていない。総兵力が少なくとも 20 万人と推定されるスーダン正規軍（SAF）は12、

エジプト国境から激戦地であるハルツームとオムドゥルマンに至るナイル川流域全体、そして暫定的にア

ル＝ブルハン軍事政権の拠点となっている重要な港湾都市ポートスーダンを含む紅海沿岸全域を含む、人

口の希薄な北部地域をほぼ完全に支配している。東はエリトリア、南東はエチオピアとの国境地域も、ほ

ぼ SAF の支配下にある。人口の多い南西部、南スーダンとの国境の大部分、ダルフール地域の南部、チャ

ドとの国境地域の大部分は、RSF が支配しており、その兵力規模はしばしば 10 万人前後と推定されてい

る13。 

RSF は、2013 年に、ジャンジャウィードと呼ばれるアラブ系遊牧民の民兵組織が改編されて誕生した。

この民兵組織は、2003 年から始まったダルフール紛争において、スーダン正規治安部隊の補助部隊とし

て、悪名高い存在となっていた14。RSF は、主に都市部での歩兵戦闘や、砂漠・半砂漠地帯での作戦行動

に適した装備と訓練を受けており、独自の航空戦力は保有していない。にもかかわらず、2023 年 4 月以

来、正規軍（SAF）と互角の戦力を示し、場合によっては SAF に深刻な敗北を喫させることにも成功して

いる。RSF の強さは、組織の高い同質性、国の西部および南西部に広がる広大な退避地域、豊富な戦闘経

験、高度な機動力、そして比較的良好な武装に支えられている。RSF のメンバーの多くは、2019 年から

のイエメン内戦15に参加し、リビア内戦にも参加していたため、2023 年 4 月に戦争が勃発した時点で、す

でに戦闘経験を有していた。イエメンやリビアでの戦闘参加を通じて、RSF はアラブ首長国連邦（UAE）

と良好な関係を築き、UAE は一時的にイエメンで数万人規模のスーダン人戦闘員を段階的に投入していた

16、RSF はまた、リビアのハフタル将軍とも接触を持っていた。2019 年には、RSF は UAE から 1,000 台

を超える四輪駆動車両の供与を受け、それらを武装車両に改造し、組織の機動的な戦闘に欠かせないもの

となっている17。 

 

 一方、SAF は、戦争開始時点ではすでに、はるかに多くの重装備、航空戦力、そして非常に強力な国内

の武器・弾薬生産能力を掌握していた。この生産基盤は過去数十年の間に歩兵用武器、砲兵システム、装
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甲戦闘車両を生産する能力を備え、アフリカで第 3 位の規模を誇る軍需産業へと成長していた18。そのた

め、ハルツーム周辺に集中している同国の軍需工場は、特に 2023 年夏に激しい争奪戦の舞台となった。

現在では、両陣営はいずれも事実上、武器、弾薬、装備の供給は、国外に依存している。中でも、戦闘上

の優位性をもたらす最新鋭の武器、とりわけドローンや防空システムが、最も需要が高い。 

SAF は主にエジプトから軍事支援を受けているようだが、他の国々からも作戦上重要な武器や物資の支

給を受けている。例えば、イランは最新のドローン技術を提供しているとされる19。RSF の最も重要な軍

事支援国は UAE だが、政府側はこれを定期的に否定している。多数の報告によれば、ドローン、多連装

ロケット砲、携帯式地対空ミサイル（MANPADS）、対戦車ミサイルなど、出所の異なる最新兵器システ

ムが UAE からスーダンの準軍事組織に供与されているようだ20。こうした補給は、ウガンダや南スーダン

を経由するルートでも少量行われているが、主にリビアおよびチャドを通る補給線が用いられており、救

援飛行や人道支援施設が一部、偽装として利用されている可能性がある21。 

ロシアは、バシール政権崩壊後から戦争初期にかけて、アル＝ブルハン将軍およびヘメティ将軍の双方

と良好な関係を有していた。2023 年 6 月にエフゲニー・プリゴジンによるクーデター未遂事件が発生し

た後、ワグナー・グループの非正規戦闘員による RSF への支援は大幅に減少したと見られている。現在、

ロシアはエジプト、サウジアラビア、イランと並んで、SAF とアル＝ブルハン将軍を強力に支持している。

2023 年 9 月以降、アフリカ軍団と改称されたワグネル・グループの部隊に対して、ウクライナ特殊部隊

が限定的な作戦を実施したとの報告も伝えられている22。 

 

主要な外部関係者の利害と政策 

エジプト 

 

 エジプトにとって、スーダンにおける紛争は安定と安全を脅かす深刻な脅威である。リビア情勢やガザ

戦争という状況、とりわけ、グランド・エチオピア・ルネサンス・ダム（GERD）をめぐるエチオピアと

の対立が一層深刻化しているエジプトのシーシ大統領にとっては、同国南部国境で事態がさらに悪化する

ことは何としても食い止めたいところである。スーダン難民の流入は、もともと限りがあるエジプトの資

源に負担をかけ、住宅市場、医療、教育機関へのアクセスといった既存の問題を悪化させている。その結

果、エジプト政府は制限的な措置として、スーダン難民の学校は公的な教育制度に該当しないという理由

でこれを閉鎖した。人道支援は行われているものの、エジプト国民のなかには誤った情報や経済的な不安

に煽られ、スーダン難民に対して敵意に満ちた目を向けるものもいる。メディアの報道や公的な声明では、

スーダン難民が、すでに危機的状況にある同国経済や脆弱な社会保障制度にさらなる負担をかけているか

のように繰り返し描かれ、それが難民を受け入れる社会との緊張関係を生み出している。さらに、難民が

不釣り合いに高い給付を受けている、あるいは不公平に雇用機会を得ているといった誤情報が頻繁に流れ

ている。国際的な援助機関は、スーダンと同じくエジプトでも、長期にわたる許可取得手続きや安全上の

懸念といった官僚的障壁のために大きな制約を受け、思うように活動が行えない状況にある。 

サウジアラビア 

 

 リヤドの政府が最も重視しているのは、スーダンの安定であり、とりわけティグレ紛争の経験を踏まえ

23、ジブチとイエメンの間の海峡を通る東アフリカ移民ルート、あるいは紅海沿岸に近いスーダン側の海

岸線を経由する難民の急増を強く懸念している。こうしたことから、サウジアラビアがアル＝ブルハン政

権陣営を支援するのは意外なことではない。なぜなら同陣営の軍隊は、紅海に面したアラビア半島対岸の

スーダン全土を支配しているからである。サウジアラビアが、かつてイエメン内戦では重要な軍事同盟組

織であった RSF に背を向けた背景には、サウジアラビアとアラブ首長国連邦（UAE）という、以前は緊密
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な関係にあったパートナー同士の関係が乖離してきたことがある。両国は、ここ数年間、スーダンだけで

なく、さまざまな分野で対立を深めている。皮肉なことに、UAE と距離を置くためにリヤドの政府は、宿

敵であるイランからも支援を受けている陣営を支持する形になっている。というのも、湾岸君主国である

サウジアラビアにとって、ロシア、ましてやイランが、対岸にあるスーダンの紅海沿岸に軍事的拠点を築

くことは、自国の利益に全く合致しないからである。 

ロシアとイラン 

ロシアの対スーダン政策として挙げられるのは、紅海に海軍基地を建設することである。東地中海沿岸

のシリアにあるタルトゥース海軍補給処と同等の基地をスーダンに建設しようと、スーダンとの協定締結

を長年にわたり目指してきた。他の隣接国との一連の折衝が失敗に終わった後、2023 年 2 月にロシアお

よびスーダンの関係筋は、暫定的な合意に達したと報じた24。当時、現在対立している双方を含む軍部は

この合意に同意していたが、最終的な承認は将来選出される文民政府に委ねられるとされていた。ロシア

がアル＝ブルハン氏側を明確に支持している背景には、港湾都市ポートスーダン近郊における海軍基地建

設を、長年の最重要課題として位置づけていることがある25。ここ数か月間の報道によると、イラン政府

もまた、スーダンの海域に海軍基地を建設すること、あるいは少なくとも比較的大規模な海軍部隊を恒久

的に駐留させる許可を得ることに関心を示しているようだ26。サウジアラビアという宿敵の対岸に足場を

築くというイランの基本的な戦略的利益に加え、2023 年 10 月 7 日のハマスによるイスラエルへの攻撃を

受けて紅海周辺の安全保障環境が大きく変化したことが、同海域におけるテヘランの海洋プレゼンスへの

関心を一段と高めたと考えられる。 

アラブ首長国連邦（UAE） 

 

大規模な武器供与により、UAEは RSFにとって最も重要な同盟国となった。スーダン内戦への介入は、

過去 10 年にわたるアブダビの政策の延長線上に位置づけられるものであり、経済投資や非国家武装勢力

への支援を通じて、アラビア半島および東アフリカにおける自国の影響力を拡大することを目的としてい

る。事実、UAE は近年、スーダンに対して 60 億米ドルを超える投資を行っており27、特にポートスーダ

ンの港湾インフラに重点を置いてきた。アブダビは、RSF が軍事的に主導権を握り、近い将来、スーダン

の海岸線を支配下に置くことを期待しているようだ。UAE のもう一つの重要な関心は、スーダンがアフリ

カ第 3 位の金生産国であるという点にある28。多数の金鉱山は長年にわたり、RSF の司令官ヘメティ将軍

の支配下にあり、同国最大の金取引業者29でもある彼は、ペルシャ湾岸市場にとって主要な供給者の一人

となっている。UAE が紛争当事者との金取引から大規模な利益を得ているという事実については、EU と

してより強く問題提起すべきである。 

エチオピア 

エチオピア政府にとって、スーダン国境からわずか 45 キロの地点に位置するグランド・エチオピア・

ルネサンス・ダム（GERD）は、経済的に重要な施設で、その安全は、最も重要な関心事である。ナイル

川流域に建設されたこのダムは、20 年以上にわたり、エチオピアとエジプトの間で深刻な対立点となっ

てきた。エジプトは、自国の飲料水供給がエチオピアに大きく依存することを懸念している。スーダンは

これまで、中立的な立場を取り、両者の間を取り持ってきた。現在、アディスアベバは、この 3 国の勢力

関係に変化があるかどうか、また変化があるとすれば、どの程度まで変化するのか、その変遷を厳しい目

で注視している。こうした背景から、エチオピアは、エジプトの庇護を受けている勢力の対抗勢力である

ヘメティを支援していると見られる。少なくともエチオピア政府は RSF に対して間接的な軍事支援を定期

的に行っていると推測される。エチオピアにとってもう一つ重大な安全保障上の関心事は、アル・ファシ

ャガ地域をめぐる国境紛争の再燃を回避することである。この肥沃な農業地帯は、2008 年に妥協案

（「ソフトボーダー」）の対象となり、スーダンの主権を認める一方で、エチオピア国民が引き続き同地
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で農業を営むことが許可されていた。しかし、ティグレ紛争の影響により、アディスアベバの中央政府の

管理下にない武装民兵が、この地域に対する全面的な領有権を主張するようになっている。 

チャド 

 

 2005 年以降、西スーダンのダルフール地域に対して国連による武器禁輸措置が実施されてきたにもか

かわらず、チャドから同地域への武器補給の主要ルートが遮断されることはなかった。さらに、開戦当初

から、多数のチャド国籍者――ほぼ例外なくアラブ系民族――が即応支援部隊（RSF）の部隊に加わって

戦闘に参加してきた30。この状況は、紛争がチャド領内へ波及するリスクを孕んでいる。チャドの事実上

の大統領であるマハマト・イブン・イドリス・デビ・イトゥノ氏、および同国のエリート層の大部分は、

ザガワ族に属しているが、この民族は主にスーダンのダルフール地方に居住し、アラブ系グループと対立

している。過去 18 か月間に約 90 万人のスーダン難民（88%は女性と子供とみられる）がチャド東部地域

に流入しており31、世界でも最貧国の一つに数えられるチャドは、この結果、極めて大きな人道的負担を

背負うこととなっている。 

南スーダンとウガンダ 

 

 南隣のウガンダと南スーダンも、難民の流入によって大きな影響を受けている。現在、推定で約 50 万

人に近いスーダン難民が南スーダンに滞在しているが、同国は 2011 年まで彼らの出身国そのものであっ

た32。戦争が勃発する前は、ウガンダには約 55,000人のスーダン難民がいたが33、その後さらに約 17万人

が新たに流入した。しかし、ウガンダ当局の判断により、これらの人々は公式な難民資格を付与されてい

ない。チャドで指摘されているのと同様に、紛争に巻き込まれる危険性は南スーダンにとっても現実的な

問題となっている。実際、南スーダン国民の一部は、即応支援部隊（RSF）とスーダン国軍（SAF）の双

方に参加している。さらに、スーダン内戦は南スーダン産原油の輸出にも深刻な影響を及ぼしている。同

国の原油はすべてポートスーダン経由で輸出されており、これは南スーダン国家歳入のおよそ 90％を占

めている。リビアとチャドを経由する RSF 向けの補給ルートとは別に、南スーダンおよびウガンダにおけ

る補給・支援ネットワークの存在についても、繰り返し報告がなされている34。 

中国、トルコ、イスラエル、ケニア、カタールなど、その他多くの国々もスーダンに（安全保障）政策

上および経済上の大きな利害関係を有しており、そのために明確にどちらかに肩入れすることなく、双方

と関係を維持している。 

 

和平交渉 – 多くの取り組み、わずかな希望 

戦争勃発以来、一時的あるいは恒久的な停戦を達成し、構造的な和平プロセスを開始するためのさまざ

まな仲介努力がなされてきた。なかでも大きな注目を集めたのが、サウジアラビアと米国の仲介によって

2023 年 5 月に開始されたジッダでの協議であり、これは最終的に 2024 年 8 月のジュネーブでの協議へ

とつながった。米国、サウジアラビア、スイスが主催国となり、エジプト、UAE、アフリカ連合（AU）、

国連がオブザーバーとして参加した。しかし、この仲介努力も実質的な成果を得ることなく終了した。ス

ーダン正規軍（SAF）は参加を取りやめ、即応支援部隊（RSF）は当初躊躇していたものの、少人数の代

表団を派遣するにとどめた。注目すべきは、オブザーバーであるエジプト、UAE、アフリカ連合はいずれ

も、独自の、時には並行して行われた折衝努力の経験を持っていたことである。アフリカ連合だけでも三

つの異なる枠組みで実質的な協議の開始を試みたが、東アフリカの地域組織である政府間開発機構

（IGAD）が「スーダン問題に関する IGAD 四者会合（IGAD Quartet on Sudan）」で失敗したのと同様に、

いずれも失敗に終わっている35。 
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交渉の形式が多様で調整が不十分であることは常に批判されているが、真の和平プロセス、さらには一

時的な停戦さえ実現しない最大の障害は、主要な二つの紛争当事者に交渉および妥協の意思が欠けている

点にある。外部の関係者が紛争に多大な影響力を持っているため、政治的解決のための枠組みは著しく複

雑化している。地域同盟や国外からの支援を背景に、SAF と RSF の指導部はいずれも、戦場における自ら

の立場を今後さらに改善できると信じているように見える。この状況において、彼らが意思決定において

どの程度自律的に行動しているのか、あるいは「話し合いを行うか、戦闘を継続するのか」という選択に

おいて、すでに依存関係にある外部の同盟国の意向に従って行動しているのではないかという疑念が生じ

ている。 

将来の和平イニシアチブを成功させるためには、一般的に、二つの条件が必要である。ひとつは、外部

からの戦争当事者への武器供給を遮断すること、もうひとつは、両陣営の外部同盟国が、両陣営を交渉の

テーブルにつかせることである。エジプトや湾岸諸国に加え、とりわけトルコと米国が、十分な影響力を

有する潜在的な仲介国および重要なアクターとして挙げられている。 

 

想像を絶する人権侵害 

激しい戦闘が行われている地域の大部分は都市部であるため、スーダンの戦争は当初から民間人の犠牲

者数が極めて多いことが特に顕著であった。現在では、首都ハルツームに暮らす住民の半数が故郷を後に

している。国連の推計によれば、戦闘の影響により、現在 1,300 万人以上が避難を余儀なくされている。

このうち約 1,070 万人は国内避難民（IDP：Internally Displaced People）であり、約 230 万人のスーダ

ン国民が国外に逃れて保護を求めている。紛争開始以来、20,000 人を超えるスーダン人36 が命を落とした

とされているが、一部の情報では、実際の死者数はこれを大きく上回る可能性があるということである37。

およそ 2,500 万人、つまりスーダン人口の約半数が人道支援を必要としている。人道危機の規模は、8 年

前のシリア難民危機をすでに上回っている。最近では、欧州の援助団体の代表者らが「歴史的規模の飢餓

危機」に言及しており38、国連も、40 年以上で最悪の飢饉が発生していると警告している39。スーダンで

は、主食価格が前年比で最大200%まで上昇しており40、紛争を続けている双方の陣営とも、民間人に対す

る兵器として飢餓を利用するため、意図的に食料不足を引き起こしてきた41。 

またスーダンでは、民族的動機に基づく残虐行為や非アラブ系住民を標的とした殺害が繰り返し発生し

ている。特にダルフール地域では、継続的な民族浄化が行われていると報告されている。2023 年 11 月だ

けでも、同地域では 1,000 人を超える民間人、主にマサリット族が殺害された42。さらに、戦争当事者は、

供給インフラの意図的な破壊、略奪、放火を常態化させており、その結果、大規模な避難や強制移動が発

生し、一部ではコレラなどの伝染病の発生につながっている。スーダン国民の圧倒的多数は、もはや適切

な医療サービスを受けることができない。報告によれば、病院の約 70％がすでに機能停止に陥っている43。

さらに、拷問44や、未成年者を含む組織的なレイプの行使など45、その他の人道に対する罪も確認されてい

る。スーダンにおける人道的大惨事と、紛争が地域全体へ波及する高い危険性は、すでにコンゴ民主共和

国やシリアの戦争と並べて語られるようになっている。 

 

今後の展望とドイツ・欧州政策への示唆 

たとえドイツおよび欧州の政策資源が、ウクライナ戦争や中東・近東における戦争によって消耗されて

おらず、アフリカの角と呼ばれる地域やスーダンの安定化活動に対する政治的意思があったとしても、な

お多くの疑問が残る。アフガニスタンやサヘル地域における安定化努力が惨憺たる結果に終わったことを
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受け、和平構築、難民流出要因への対処、国家機構の維持・再建を目的とするあらゆる介入構想は、いま

や根本的な再検証を迫られている。政治的な意志はあり、一定のコミットメントも表明されているにも拘

わらず、ドイツは極めて限られた軍事的能力を理由に、重要な国益の保護を目的とする欧州連合（EU）

のアスピデス作戦（EUNAVFOR Aspides）にも、本来想定されていた形では参加していない46。2024 年 2

月に開始されたこの EU ミッションは、紅海における国際海上交通を、イエメンのフーシ派による攻撃か

ら防護する任務を担っている。したがって、人道支援の費用負担や外交的取り組みへの参加以外で、ドイ

ツがスーダンに関与すべきかどうかという問題は、ベルリンではそもそも議論の対象になっていない。 

外交面では、ドイツは、両主要紛争当事者に直接影響力を行使できる範囲は非常に限られているにもか

かわらず、二国間または EU の枠組みの中で重要な役割を果たしており、その役割をさらに拡大するよう

努めるべきである。現在の欧州国境における移民の流入圧力を鑑みると、スーダンの人道危機を封じ込め、

地域全体のさらなる不安定化を防ぐことは、誰が見ても明らかなドイツの国益である。スーダンが国内避

難民への十分な支援が確保できない場合、2015 年と同規模の難民が欧州へ流れ込む恐れがある。最近の

報道によれば、フランス・カレーの難民キャンプに滞在する人々のすでに 60％がスーダン国籍者である

という47。アフリカの角と称される地域にある国々の人口動態と移民の可能性を考慮すると、欧州はこれ

以上、隣接する地域が混乱と無秩序へと転落することを許容することはできない。ロシアおよび中国との

体制衝突において欧州諸国が同地域で後れを取っていることや、スーダンの権力の空白にイスラム過激派

組織が入り込むというシナリオは、難民・移民の大量流入という事態と比べれば、むしろ相対的に小さな

安全保障上の課題にすぎないとさえ言える。 

 

本稿は、コンラート・アデナウアー・シュティフトゥング（KAS）により 2024 年 12 月 16 日発行された

『Auslandsinformationen（海外情報）』第 4 版『Unterm Radar. Die verdrängten Krisen der Welt（死

角となって忘れ去られた世界の危機）』の中で書かれたドイツ語の記事『Der unbeachtete Krieg im Su-

dan – Vom Frühling in die Tragödie（忘れられたスーダンの戦争 - 希望の春から悲劇へ）』を日本語に翻

訳したものである。 
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